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美方町射添の自然環境と文化

( 5万分 1地形図「村岡Jf香住」参照〉 上治寅次郎

I 緒 言 其他は矢田川に添い香住方面と村岡、小代方面に通ず
射添は美方町の北半部で小代と併合以前は射添村と| る道路が今怯よく和即されるに至った。これは山陰本

呼んだ。矢田川の中流を占め、小代川、湯舟川其他の| 鶴の開通以来のことで、古代は矢田川に添う通路は利
上流支流を合せたる矢田川本流の谷底浸蝕は甚しく進| 用が少かった。古代は味取から浜阪方面、春来方面に
行し、谷の両岸は験しき峡谷〈射添峡〕を作り、概し| 通ずる渓谷もf ! 即されたらしく、小説越通路は西気女
て広い耕地は少くない。山地も浸蝕輪廻の進行のため| 化との交流に和閲されたと見られるも、何れも不便な
緩傾斜地は乏しいが、山上に近き僅小の土地でも開墾| 間道に過ぎない。
して集落を作るなど、自然環境が人文に影響している 2 集落の垂直的分布 小説部落は最高集落で 550
ととを感ぜしめる。射添候は矢田川七里映の主要却を| 米、村岡町大笹の弱O米に似る。最低は境 50米であ
なす。 I る。分布上の特色は 2∞米以下の集落が大部分を占め

E 自然環境 古く発達した集落もこの範囲にあり、 2∞米より300米
地形一帯の山地は日目。-600米の標高を示し中国高| の間には集落はなく、 3∞米より550米の聞の集落は何
原の隆記準平原面と一致するが、村岡、小代等矢田)11 Iれも分離村、支村である。例外は粗岡のみ制米の高
上流地方に比して、浸蝕の進行著しきために平坦面は| 所に発達するが、これは印O米台地上にあり、往昔の
残っていない。 三川山は標高邸7米、域崎郡境に聾え| 交通集落で小代、村岡に多き高原集落である。
最高の名山をなす。 ハ 標高〈米〉! 集 落
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春来嶺の高原と祖岡高原とは温泉町との境界をな
し、玄武岩熔岩によって被覆されたる処もあるが広大
なる原野で、周辺より谷頭浸蝕を受けつつある。射添
の川会より湯村行自動車に剰Lば、つづら折りの板路
を春来嶺の台地に登り、高原を走って、再び屈曲した
道を湯村に急下する。この台地は射添区域の唯一の高
原性地形である。和佐交の台地は矢田川の渓谷で春来
台地と麗られているが、旧時は互に連続した地形であ
って準平原面の一部であることには疑いはない。
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矢田川峡谷には両岸に大小の支谷が発達し、谷巾は
狭きも山深く入り込むもの多きことはー特色であっ
て、浸蝕がよく進行して所謂壮年地形を示すのであ

「∞-m|山田一| 後
50-1∞ | 味取原長瀬境

る。官級)1段流は長さ 7 キロ、緩傾斜を以て流下して| ※発祥古い集落
小代川に合流、和佐交川支流4 キロ、長須川 4 キロ、 |  街射語、は全般的に小代、村岡、兎塚より土地低くく
味馴 5 キロ、山田川 7 キロ等両岸より矢田川械に 1200米以下の地は殆ど平地である。捌米一3献の範
注ぐ。 I聞は多くは断崖、急斜面で部落は出来得ない。 3∞米
平地は河曹に僅な河谷平野を発達せしむる外、著し| 以上は稽緩傾斜地が多く、闘に耕地乏しき関係上、
き平野は殆どなく、小代川と湯舟川との合流に稿々大 i山の上に移動したものと解せられ、自然と人女の緊密
なる平地を作り、この平地は古代より現在まで、政| な関係を知るに足る。
治、軽積、交通其他射添の中心地をなしている。

E 集落と文化
3集落の特色古代集落は南部と北部とは栢当文化

程度に差違があったと見られる。羽柴秀吉が但馬に討
1  自然通蕗射添南部に村岡町方面より温泉町方| ち入った際〈天正 8 年〉香住より長須附近に遡り来り

面に通ずる国道がある。この通路は古代には長板、熊| しに「射添強盗J集り来って、帯〈断崖のこと〉の細
波、担岡を経由して温泉町方面に通した如くである。 I道に導き秀吉を殺さんとした、など伝えられて居る。
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り、往昔は春期時を通行し得ず、駅馬はとの道を経由
した。熊波は駒並の謂である。ここ迄は平地だが、こ
れよ D担岡に登るには急援となるので馬を休ませ、人
も休憩したものと見られる。
担岡は高原上の大部落、徳川時代に於て射添北部の
が僅々数戸の寒村に過ぎなかった頃でも、祖岡には50
余戸あり、 今より 40年前でも130戸位あったという。
発祥は鮮かでないが剖O年前には京都の蓮華王院領で
あった。山名藩時代には祖岡城があり、今古楓山に填
祉カ瀦る。元は二方郡に属していたが、明治2 年の噴
射添村に編入された。寛永年聞に春来時の道が出来る
迄は和田一熊渡ー租岡の通路は二方郡への重要通路で
あった。従って羽柴秀吉もこの道を通過したので、現
今も大閤漕水などカ瀦る。元巨利高福寺( 高野山末
寺〉があったが、羽柴討入り、小代ー撲のとき各地の
寺院と共に兵火に遇った。
担問は往昔交通上のー宿場として発達したが、時代

の推移と共に昔の盛を取り戻すことは出来ぬようにな
った。集落の興廃、興亡も自然と環境の支配を受ける
ことの偉大なるを知る。人は之を克服して行く努力と
才能を持つことが望ましいが、果してどこまで可能で
あろうか。
租岡は古く檀岡と書く、急に一段高くなった台地の

上にある意である。
筆者は史家ではない。自然科学者で地学を専攻する
ー掌徒である。古今を通じて自然環境が人類活動を安
配することの多き也思い、矢田川上流を材耕として記
述したのである。史学専門の立場に於ては独断的見解
もあろうと思うが、本文が郷土研究のー資耕ともなら
ば幸である。( 昭和32年 6 月稿〉

それ等の中には( 於丹〉という女強盗も混っていた。
これは北部射添の話で、南部入江和田等には市場集落
として駅伝の馬、旅舎など宿場を形成していて、文化
の遺跡と記録が残っているのと較べて、南北の文化の
差異を窺うに足る。との差は自然環境によるのであ
る。
入江、和田は交通上の要地に発達し、駅伝交通の時

代には駅馬8匹あり、熊次〈駒継〉より黒野〈村岡の
! 日名〉を経て入江( 射添駅〉で馬を乗り替え、竹田面
治駅に行くこととなっていた。今杖川会が自動車駅と
なり。入江、和田の昔に繁は見られない。和佐父は入
江の安村である。永正中に発祥した新集落である。
長楽寺は川会山にあり、天平元年( 1 ，2沼年前〉行
基の窟腫、延暦中( 1 ，170年前〉僧空海も来ったと伝
え、由緒は古く、真言宗の巨利である。火災、山崩な
どで寺宝失はれたるは惜しきことである。
高津、長須は小部落で、高津の下流、矢田川左岸に

断崖の岩壁があって老松茂り、奇勝をなす。於丹の手
掛松という。季吉が長瀬で捕えた女強盗をここ迄伴い
しに、於丹は臨を見てこの量を肇ぢて逃れ表ったと伝
える
聴取は射添の中央で、春期時、浜坂方面への間道も
あり、変通上のー要密であったらしく、式内伊雷布神
社貞観2 年創始( 1 ，舗年前〉保食神を記る。農業の
神である。
原、長灘、境等は河岸の寸呼野の開拓と山林とを目

的としたるる小農村である。山間の山田は山名時代金
銀鉱山町として繁昌した。今も町名、宅地祉等に昔の
名残を止める。小加工支村である。
長額は農村で熊捜は長板より熊波川を遡った奥にあ

氏名
松村義敏
安田明子
鹿取秀雄
人位 昇
平山国治
橋本敏男
松下 猛
浅野昌隆
団結安正
竹内才子 西宮市宮前町59
意本博美 三田高
上宮治 淡路農高
中山富雄 浦中
黒田 寿 加西郡泉町下芥回312 北 条 中
藤井初男 加茂小
片井大策 山崎高
田村義富 高丘中
赤穂重雄 中道小
坂本捷人 浜坂高
桐村典児 浜坂高

33年度には新名簿を作る予定です。従って今回は、支部、住所、勤務先等の変更の掲載は
省略させて頂きます。

貝h.. 
21: 昭 和 3 2 年度新入

所在地
神戸市生田区中山手通

神戸市須磨区
神戸市葺合区
神戸市須磨区

市
市

宮
宮
西
西

有馬郡三田
津名郡富島町
津名郡浦村
加西郡北条町
加東郡加茂
宍粟郡山崎町
姫路市
神戸市兵庫区
美方郡浜坂町

校名
頚栄短期大学

睦学園
成徳学園
須磨浦女子高

高
園

陽
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甲
報

東灘区魚崎町横屋
西宮市産原町20
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